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１
、２
ヶ
月
前
か
ら
赤
信
号
の
時
間

が
長
く
な
っ
た
が
、朝
、昼
、晩
、深
夜

の
時
間
帯
で
、
信
号
の
時
間
調
整
が

で
き
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
変
更
の
根
拠
と
な
る
交
通
量
等
の

実
態
把
握
が
必
要
で
あ
る
。基
本
的
に

サ
イ
ク
ル
の
変
更
は
可
能
。管
制
セ
ン

タ
ー
と
も
協
議
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
審
議
会

を
年
明
け
に
設
置
す
る
予
定
。推
進
に

関
す
る
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
基
本

方
向
及
び
目
標
、
ま
た
は
実
施
す
べ
き

具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
行
動

計
画
、
ナ
ビ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
、

恩
納
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
を
主

と
し
た
委
員
会
を
、各
団
体
等
の
有
識

者
で
構
成
し
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
　
２０
年
前
よ
り
投
票
率
が
下
が
っ
て

い
る
原
因
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
国
民
の
政
治
離
れ
、選
挙
に
対
す
る

関
心
が
低
く
な
っ
て
い
る
。若
年
層
の

選
挙
へ
の
関
心
が
低
い
こ
と
が
主
な
原

因
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
後
、投
票
率
を
上
げ
る
に
は
、ど

の
よ
う
な
政
策
が
、
当
局
と
し
て
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
１
点
目
に
、
若
年
層
の
選
挙
への
関

心
を
高
め
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。学

校
教
育
の
中
で
選
挙
に
関
し
学
べ
る
時

間
を
導
入
す
る
な
ど
、教
育
委
員
会
と

連
携
を
図
り
検
討
し
ま
す
。２
点
目
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
候
補

者
の
政
策
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行

う
。３
点
目
に
、
期
日
前
投
票
所
の
増

設
に
つ
い
て
検
討
し
、村
内
の
北
側
、南

側
の
公
民
館
に
試
験
的
に
期
日
前
投

票
所
を
増
設
し
、投
票
率
の
変
化
を
確

認
し
な
が
ら
費
用
対
効
果
等
を
検
証

し
て
い
き
た
い
。

　
　
選
挙
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
、
国
、

県
、
村
の
選
挙
に
お
い
て
期
日
前
投

票
所
の
増
設
で
、
ど
の
よ
う
な
手
続

が
必
要
で
す
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
、
沖
縄

県
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
特
別
な
手
続

は
必
要
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
生
活
環
境
で
道
路
の
整
備
及
び
維

持
管
理
の
充
実
で
橋
梁
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
喜
瀬
武
原
廻
袋
１
号

橋
か
ら
７
号
橋
ま
で
の
耐
力
度
調
査

を
進
め
る
と
あ
る
が
、進
捗
状
況
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
１
号
橋
に
つ
い
て
は
、
金
武
町
が
対

応
す
る
。令
和
３
年
度
、
国
・
県
の
通

作
条
件
整
備
事
業
を
活
用
し
ま
し
て
、

点
検
診
断
業
務
を
実
施
す
る
。そ
の
診

断
結
果
に
基
づ
き
令
和
４
年
度
以
降

計
画
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
後
、
上
水
道
の
事
業
が
１０
年
ぐ

ら
い
続
い
て
、何
十
億
円
の
予
算
が
つ

ぎ
込
ま
れ
て
、
工
事
を
す
る
と
思
い

ま
す
。恩
納
通
信
所
の
海
岸
の
砂
が

流
さ
れ
岩
が
相
当
出
て
お
り
、
区
民

か
ら
砂
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
い
う

話
も
聞
い
て
ま
す
。村
内
海
浜
に
溜

ま
っ
た
砂
利
は
大
き
な
資
源
と
思
わ

れ
る
が
、
村
内
公
共
工
事
等
に
再
利

用
で
き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
海
砂
利
を
公
共
工
事
に
利
用
す
る

場
合
は
、ま
ず
真
水
で
洗
い
塩
分
を
取

り
除
き
、
そ
れ
か
ら
ふ
る
い
分
析
で
大

き
さ
別
に
分
け
粒
度
試
験
に
合
格
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。今
の
通
信
所
跡

地
な
ど
の
利
用
と
か
、
同
じ
海
浜
に
養

浜
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
が
、
そ

の
費
用
対
効
果
の
面
で
利
用
す
る
に
は

厳
し
い
と
い
う
考
え
で
す
。
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外
間
　勝
嘉
　議
員

安
富
祖
喜
瀬
武
原
入
り
口

の
信
号
機
に
つ
い
て

長
浜
川
河
川
の
橋
の
改
修

工
事
に
つ
い
て

恩
納
村
内
海
浜
に
溜
ま
っ

た
砂
利
利
用
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

選
挙
制
度
に
つ
い
て

５号橋
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事
業
の
洗
い
直
し
に
よ
り
継
続
、

廃
止
・
縮
小
な
ど
効
率
化
を
進
め
村

民
の
生
命
、
生
活
支
援
を
優
先
検
討

す
べ
き
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
、
イ
ベ
ン
ト
の
見

直
し
、団
体
補
助
金
の
検
証
、施
設
整

備
は
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
事
業
効
果

を
検
討
し
ま
す
。

　
　
新
た
な
財
源
発
掘
の
可
能
性
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
宿
泊
税
導
入
は
厳
し
い
。村
税
や
貸

付
金
の
徴
収
強
化
を
図
る
。

　
　
経
常
経
費
の
抑
制
を
伺
う
。義
務

的
経
費
も
増
加
し
物
件
費
、
維
持
補

修
費
、補
助
費
、借
金
公
債
費
も
増
大
、

方
策
が
あ
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
各
課
計
上
を
総
務
課
で
ま
と
め
、前

年
度
の
比
較
要
求
は
詳
細
な
資
料
を

求
め
て
い
る
。

　
　
新
年
度
予
算
編
成
に
議
会
や
監
査

の
指
摘
・
要
望
事
項
を
反
映
さ
せ
る

具
体
的
な
事
例
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
新
規
事
業
及
び
事
業
内
容
変
更
に

取
り
入
れ
、新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

　
　
財
政
状
況
の
予
測
と
令
和
３
年
度

も
基
金
を
崩
し
、借
金
を
し
な
い
と
い

け
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
法
人
税
減
額
を
予
想
、固
定
資
産
税

は
増
額
、
国
県
補
助
金
に
大
幅
な
変
化

は
な
い
。大
幅
な
基
金
の
崩
し
が
無
い
予

算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
計
画
の
分
析
結
果
で
、
健
全
性
・

安
定
性
・
弾
力
性
が
計
画
に
従
っ
た

予
算
執
行
と
な
っ
た
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
目
標
地
方
債
残
高
３５
億
円
に
対
し
、

５３
億
円
。目
標
基
金
残
高
５０
億
円
に

対
し
４７
億
円
。経
常
収
支
比
率
８２
・

７
％
以
内
に
対
し
７７
・
９
％
。目
標
達

成
は
経
常
収
支
比
率
の
み
。今
後
建
設

費
等
の
抑
制
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
予
算
編
成
も
中
長
期
財
政
計
画
と

の
連
動
、総
合
計
画
の
実
現
と
な
っ
て

い
る
が
、達
成
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
最
終
年
度
に
向
け
て
全
庁
的
に
目

的
達
成
に
取
り
組
む
。

　
　
中
長
期
財
政
計
画
と
公
共
施
設
等

管
理
計
画
の
連
動
に
よ
っ
て
公
共
施

設
の
余
剰
化
、老
朽
化
対
策
、更
新
費

用
の
推
計
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後

に
お
い
て
重
要
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

個
別
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
作
成
を

検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
財
政
計
画
と
の
連
動
に
よ
る
事
務

執
行
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。公
共
施

設
管
理
計
画
と
個
別
計
画
の
策
定
を

実
施
し
、
令
和
３
年
度
は
中
長
期
財

政
計
画
及
び
予
算
へ
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
　
宅
地
開
発
に
お
い
て
地
権
者
主
導

で
は
厳
し
い
。村
が
開
発
に
関
わ
る
こ

と
は
可
能
か
。そ
の
上
で
、
法
令
上
の

規
制
や
問
題
点
が
あ
る
か
。地
権
者

や
地
域
の
協
力
や
果
た
す
べ
き
義
務
、

役
割
が
あ
る
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
地
権
者
及
び
地
域
の
合
意
、議
会
の

理
解
、
事
業
投
資
効
果
等
を
検
討
の

上
可
能
で
あ
る
。赤
土
等
流
出
防
止

条
例
等
県
へ
の
手
続
き
、
事
業
へ
の
合

意
形
成
、組
織
体
制
の
協
力
が
必
要
。

　
　
村
な
ど
公
的
機
関
が
土
地
を
買
い

上
げ
区
画
整
理
し
、
宅
地
分
譲
す
る

方
法
は
可
能
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
恩
納
村
、
地
方
公
共
団
体
施
行
が

あ
り
ま
す
。村
が
用
地
購
入
す
る
等
も

考
え
ら
れ
る
。他
地
域
の
状
況
、
事
業

効
果
も
考
慮
し
優
先
順
位
を
検
討
す

る
。

　
　
村
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
位
置
づ
け
を

伺
う
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
第
5
次
総
合
計
画
で
保
存
活
用
を

図
る
と
位
置
づ
け
。恩
納
区
の
意
見
を

伺
い
た
い
。

　
　
ナ
ビ
ー
屋
敷
跡
地
も
琉
歌
の
里
恩

納
村
に
歴
史
的
、文
化
的
に
貴
重
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
有
意
義
な
計
画
な
の
で
、教
育
委
員

会
と
検
討
す
る
。
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又
吉
　薫
　議
員

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

恩
納
番
所
跡
地
と
ナ
ビ
ー
屋

敷
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

中
長
期
財
政
計
画
の
分
析
と

各
種
計
画
、予
算
編
成

消
防
跡
地
背
後
地
の
宅
地
化


